







































水和NaxCo02(0.3< x < 0.7)に対して高分解能角度分解光電子分光(ARPES)を行い、フエルミ
準位近傍における微細電子構造を明らかにしてきた。その結果、すべての組成領域において、ブ
リルアンゾーン中の (0，0)点を中心とした αtg軌道による大きな六角形状のフエルミ面を観測し、
その面積がラッテインジャー総和則を良く満たしていることを見出した。また、 eg'バンドはフエ
ルミ準位を横切らず、 LDAバンド計算の予測に反してK点近傍に小さなホール面を形成しない
ことが分かった。さらに、フェルミ準位近傍約70-100rneVにおいて、分散の激しい折れ曲がり
(kink構造)を観測し、質量が大幅に増強されていることを見出した。講演では、銅酸化物高温超
伝導体との比較も交えながら、これらの実験結果と水和コバルト酸化物超伝導機構との関連につ
いて議論する。
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